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ン
ギ
ャ
ル
ド
の
第
一
線
で
活
動
す
る
美
術
家
た
ち
と
と
も
に
、
教
育
人
民
委
員

は
じ
め
に

ロ
シ
ア
時
代
に
制
作
さ
れ
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る

幾
何
学
的
抽
象
絵
画
に
つ
い
て

は
じ
め
に

-
．
幾
何
学
的
抽
象
表
現
へ
の
移
行

二
．
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
革
命
後
の
ロ
シ
ア
美
術
界

三
．
外
面
的
形
態
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り

四
同
時
代
の
幾
何
学
的
抽
象
絵
画
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
独
自
性

お
わ
り
に

ワ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
一
九
一
四
年
の
開
戦
を
機
に
帰
国
す
る

と
、
モ
ス
ク
ワ
の
自
宅
で
十
月
革
命
を
迎
え
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ

キ
に
よ
る
権
力
掌
握
後
、
教
育
人
民
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
造
形
芸
術
部
が
美

術
学
校
、
展
覧
会
組
織
、
美
術
館
運
営
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
文
化
事
業
の
管

轄
を
担
っ
た
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
、

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
タ
ト
リ
ン
、

ウ

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
等
の
ア
ヴ
ァ

会
委
員
に
迎
え
ら
れ
た
。
前
衛
美
術
家
た
ち
は
革
命
後
の
芸
術
文
化
行
政
と
教

多
く
は
、
分
析
的
キ
ュ
ビ
ズ
ム
風
の
モ
チ
ー
フ
や
幾
何
学
的
形
態
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
に
成
熟
に
達
し
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
表
現
主
義
的
抽

二
0
年
以
降
の
作
品
に
、
後
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代
を
特
徴
づ
け
る
均
一
に
塗
ら

れ
た
背
景
や
単
純
な
幾
何
学
的
形
態
が
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
同
時
代
の
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
と
関
連
付
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

一
方
で
、
精
神
性
の
優
位
を
主
張
す
る
カ
ン

デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
、
機
能
主
義
の
観
点
か
ら
新
し
い
社
会
主
義
文
化
の
創
造
を

目
指
す
前
衛
美
術
家
た
ち
と
、
異
な
る
芸
術
観
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
強
調
さ

れ
て
き
た
。
革
命
芸
術
を
牽
引
し
た
ロ
シ
ア
の
前
衛
画
家
に
よ
る
影
響
の
当
否

を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
時
期
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
理
論
的
活
動
を

現
在
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

象
絵
画
は
、

一
九
一
五
ー
ニ
―
年
の
ロ
シ
ア
時
代
に
転
換
期
を
迎
え
る
。

一
九

育
機
関
の
中
核
を
担
い
、
革
命
の
記
念
装
飾
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー
の

笹

野

摩

耶
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す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、

ら
画
家
の
芸
術
的
関
心
を
検
討
し
、
同
時
代
の
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
と
の
接
点

幾
何
学
的
抽
象
表
現
へ
の
移
行

革
命
後
の
芸
術
文
化
行
政
に
お
け
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
活
動
を
概
観
し

一
九
ニ
―
年
―
二
月
に
か
け
て
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
た
ず
さ
わ
っ
た
教

育
人
民
委
員
会
の
役
職
は
、
主
要
な
も
の
だ
け
で
も
、

美
術
館

(
M
y
3
e
j
;
j
)
l
{
t
t
B
o
n
t
t
c
H
O
H
KyJ1hT)'pb1)

初
代
館
長
、
国
立
自
由
芸
術
工
房

(
f
o
c
y
,
1
1
,
a
p
c
r
n
e
H
H
b
r
e
 C
e
 0
 60,11,Hbre 
X
y
,
1
1
,
o
)
K
e
c
r
n
e
H
H
b
i
e
 M
a
c
T
e
p
c
K
H
e
)

部
が
自
只
‘

文
化
研
究
所

(
l
1
H
C
T
H
1
)
'
T
X
y
,
l
J
,
O
)
K
e
c
T
B
e
H
H
O
H
 
K
y
n
h
T
Y
P
h
I
)

初
代
所
長
、

術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

(
P
o
c
c
1
1
1
1
c
K
a
≫
A
K
a
,
U
e
M
H
H
X
y
.
u
o
)
K
e
C
T
B
e
H
H
b
I
X
 H
a
y
K
)

副
総
裁

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
挿
図
l
、

2
)
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
主
義
時
代
の
芸

と
か
ら
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
革
命
後
の
芸
術
文
化
政
策
の
中
心
的
な
役
割

一
九
一
八
年
以
降
は
公
職
に
就
い
た
こ
と
で
多
忙
を
極
め
、
作
品
の
制
作
数

は
少
な
い
も
の
の
、

ロ
シ
ア
の
美
術
潮
流
と
の
関
連
か

ロ
シ
ア
時
代
を
通
じ
て
多
様
な
様
式
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
九
二

0
年
ま
で
の
作
品
は
、
写
実
的
な
風
景
画
、

を
担
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

術
理
論
研
究
や
美
術
教
育
を
指
揮
す
る
中
枢
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
た
こ

降、 を
確
認
し
た
い
。

モ
ス
ク
ワ
の
絵
画
文
化

た
う
え
で
、
幾
何
学
的
抽
象
へ
の
移
行
を
跡
づ
け
た
い
。

芸

術

ロ
シ
ア
芸

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
お
と

ぎ
話
風
の
作
品
、
表
現
主
義
的
抽
象
絵
画
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
九
一
八
年
六
月
以

再
考
し
、
同
時
代
の
潮
流
を
自
身
の
絵
画
表
現
に
取
り
入
れ
た
可
能
性
を
検
証

挿図 l 「教育人民委員会配給登録部調査書」 1921年 (U「AJIH.<l>.941.0TT.I O.En.xp.267.JI.506-6.) 

左頁には1918年から1921年までのカンデインスキーの職歴が記載されている。
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挿図2 「教育人民委員会配給登録部調査書」 1921年

(~ 「AJ111.<P.941.0TI.I O.E几.xp.267.11.606-7.) 

挿図3 ワシリー・カンデインスキー《尖り》1920年、
挿図4 《尖りのある絵》 1919年、油彩、 油彩、カンヴァス、 110x 91.5cm、

カンヴァス、 126x95cm、国立ロシア美 大原美術館、岡山（以下、カンデインスキ

術館、サンクトペテルプルグ ーの作品は作家名を省略する。）
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難
し
く
な
い
。

ら
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
九
二

0
年
制
作
の
《
尖
り
》
（
挿
図
3
)
は
、
構
図
の

相
似
か
ら
前
年
に
制
作
さ
れ
た

《
尖
り
の
あ
る
絵
》
（
挿
図
4
)
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
作
品
の
モ
チ
ー
フ
の
描
き
方
や
筆
触
に
は
違
い

が
み
ら
れ
る
。
後
年
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
は
、
背
景
の
色
斑
が
消
え
て
均

一

に
色
が
塗
ら
れ
、
画
面
の
四
方
八
方
に
飛
び
交
う
円
や
三
角
形
な
ど
の
モ
チ
ー

フ
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、

作
品
で
は
個
々
の
モ
チ
ー
フ
の
形
態
が
よ
り
明
瞭
に
縁
ど
ら
れ
、
幾
何
学
的
な

幾
何
学
的
形
態
で
構
成
さ
れ
た
無
対
象
絵
画
は
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
で
主
流

派
を
形
成
し
た
様
式
で
あ
る
。
ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
の
慮
矢
と
な
る
、

ィ
チ
に
よ
る
白
地
に
黒
い
方
形
を
描
い
た
作
品
（
挿
図
5
)
が
一
九
一
五
年
に

て
、
多
く
の
追
従
者
を
生
む
。
再
現
性
を
否
定
し
た
、
円
、
方
形
、
三
角
形
な

ど
の
単
純
な
幾
何
学
的
形
態
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
非
対
称
絵
画
が
、
伝
統
か

ら
の
断
絶
を
推
し
進
め
る
革
命
直
後
の
美
術
界
で
支
持
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に

一
九
二
0

—
ニ
―
年
に
制
作
さ
れ
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
作
品
が
、
こ
れ

発
表
さ
れ
る
と
、
の
ち
の
構
成
主
義
者
で
あ
る
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
を
は
じ
め
と
し

線
に
よ
る
円
や
三
角
形
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
両
作
品
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
一
致
し
て
い
る
が
、

幾
何
学
的
抽
象
表
現
へ
の
大
胆
な
移
行
は
、

る
。

マ
レ
ー
ヴ

い
く
ぶ
ん
厳
格
な
画
面
構
成
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二

0
年
の

一
九
二

0
年
以
降
の
作
品
に
あ

像
な
ど
、
初
期
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
に
頻
出
す
る
主
題
が
帰
国
後
に
復
活
し
て
い

モ
ス
ク
ワ
の
身
近
な
景
色
や
人
物
を
描
い
た
風
景
画
や
、
お
と
ぎ
話
風
の
女
性

挿図 5 カジミール・マレーヴィチの作品展示 (「0.10展」より）、1915年ー16年、ペトログラード
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挿図 6 《白の上に 1》1920年、池彩、カンヴァス、95x 138cm、国立ロシア美術館、

サンクトペテルブルグ

ら
の
幾
何
学
的
抽
象
絵
画
と
共
通
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

幾
度
と
な
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ド
ミ
ト
リ
ー
・
サ
ラ
ビ
ヤ
ー
ノ
フ
は
、

《
白

の
上
に

1
》
（
一
九
二

0
)
（
挿
図
6
)
を
同
時
代
の
ロ
シ
ア
の
美
術
潮
流
に
呼
応

(
l
)
 

し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
と
み
な
し
て
い
る
。
幾
何
学
的
な
直
線
か
ら
成
る
画
面

挿図7 《赤い楕円》 1920年、油彩、カンヴァス、

71.5 x 71.2cm、ソロモン ・R・グッゲンハイム美術館、

ニューヨーク

期
の
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
。
同
様
に
、

形
の
モ
チ
ー
フ
を
例
に
挙
げ
、
同
時
代
の
前
衛
画
家
た
ち
の
作
品
と
の
接
点
を

ン
グ
は
、

一
九
二

0
年
の

《
赤
い
楕
円
》
（
挿
図
7
)

の
背
景
に
挿
入
さ
れ
た
方

ー
フ
の
浮
遊
的
効
果
は
、

マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
が
代
表
す
る
ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
や
初

上
方
の
三
色
の
線
や
、
画
面
左
部
の
格
子
状
に
連
な
っ
た
黒
い
方
形
の
モ
チ
ー

フ
か
ら
、
幾
何
学
的
形
態
と
有
機
的
形
態
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
厳
格
な
画
面

構
成
へ
の
志
向
が
確
認
で
き
る
か
ら
だ
。
か
つ
て
の
荒
々
し
い
筆
触
が
消
え
、

画
面
に
対
し
フ
ラ
ッ
ト
に
塗
ら
れ
た
白
い
背
景
も
特
徴
的
で
あ
る
。
幾
何
学
的

形
態
の
出
現
に
加
え
、
表
面
の
均
一
な
処
理
や
、
白
い
地
を
背
景
に
し
た
モ
チ

ク
ラ
ー
ク
・
ポ
ー
リ
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挿図9 イワン・クリュン

《スプレマチズム》 1915年、油彩、

カンヴァス、 89x70.7cm、

国立トレチャコフ美術館、モスクワ

挿図8 カジミール・マレーヴィチ

《スプレマチズム絵画》 1915年、

袖彩、カンヴァス、 101x 62cm、

ステデライク美術館、

アムステルダム

(
2
)
 

説
明
す
る
。
均
一
な
地
の
背
景
に
方
形
の
モ
チ
ー
フ
を
斜
め
に
配
し
た
作
品
は
、

マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
（
挿
図
8
)
や
イ
ワ
ン
・
ク
リ
ュ
ン
（
挿
図
9
)
を
筆
頭
に
多
く

の
妨
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
三
角
形
、
円
、
方
形
な
ど
の
幾
何
学
的

九
―
一
ー
一
九
―
二
）
の
な
か
で
、
再
現
性
は
精
神
的
な
も
の
の
表
現

者
た
ち
は
、
幾
何
学
的
形
態
へ
の
関
心
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
に
あ
ら

ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
た
ち
に
よ
る
直

(
4
)
 

接
的
な
影
響
そ
の
も
の
に
慎
重
な
判
断
を
示
し
て
き
た
。
た
し
か

に
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』
（
一

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
方
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
基
礎
研
究
を
築
い
た
一
部
の
研
究

芸
術
観
を
踏
ま
え
た
考
察
は
不
十
分
で
あ
る
。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と

革
命
後
の
ロ
シ
ア
美
術
界

主
な
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
理
論
的
活
動
や

る
場
合
、
幾
何
学
的
モ
チ
ー
フ
な
ど
様
式
上
の
相
似
や
人
的
交
流
が

潮
流
が
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

先
に
言
及
し
た
研
究
者
た
ち
を
含
め
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
美
術

れ
、
形
態
や
色
彩
の
構
成
に
比
重
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
。

あ
る
モ
チ
ー
フ
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
物
語
性
は
希
薄
に
感
じ
ら

一
九
二
〇

象
画
の
多
く
は
、
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
を
出
発
点
と
し
て
、
対
象
の
形

(
3
)
 

態
を
溶
解
す
る
こ
と
で
抽
象
表
現
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

年
以
降
の
抽
象
作
品
に
も
手
こ
ぎ
舟
や
山
頂
の
建
物
な
ど
、
馴
染
み

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
の
表
現
主
義
的
抽

の
類
例
が
存
在
す
る
。
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な
抽
象
形
態
に
よ
る
絵
画
構
成
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時

は
そ
の
法
則
の
理
解
に
は
到
達
で
き
て
お
ら
ず
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
の
作
品
（
挿

固
10)
に
出
現
す
る
三
角
形
や
四
角
形
の
幾
何
学
的
形
態
は
、
粗
雑
な
線
に
よ

る
山
や
建
物
な
ど
の
自
然
形
態
の
デ
フ
ォ
ル
メ
で
あ
り
、
対
象
の
再
現
性
を
留

め
て
い
る
。
同
時
代
の
影
響
を
否
定
す
る
見
解
が
支
持
を
得
た
の
は
、
ヴ
ィ
ル
・

グ
ロ
ー
マ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
芸
術
観
の
不
一
致
や
、
同
僚
た
ち
が
傾
倒
し

た
美
術
運
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

(
6
)
 
る。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
た
ち
の
芸
術
観
の
間
に
大
き

な
隔
た
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ウ
マ
ン
ス

キ
ー
が
一
九
二

0
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
美
術
雑
誌
に
寄
稿
し
た
記
事
は
、
当
時

の
ロ
シ
ア
美
術
界
に
お
け
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
伝
え

一
九
一
九
年
の
夏
に
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
語
り
合
う
機
会
が
何
度
も
あ

ン
ス
キ
ー
は
、
芸
術
助
成
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
す
る
政
府
の
《
積
極
性
》

に
感
銘
を
受
け
、
協
働
し
て
い
た
が
、
彼
は
全
て
の
芸
術
政
策
や
そ
の
マ

ル
ク
ス
主
義
的
な
傾
向
に
は
同
意
で
き
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
三
年
間
徹

底
し
て
仕
事
に
熱
中
す
る
彼
の
同
僚
た
ち
が
寄
与
す
る
よ
う
な
ロ
シ
ア
の

芸
術
活
動
の
経
済
的
、
精
神
的
理
想
の
実
現
に
貢
献
で
き
て
い
な
い
。

っ
た
。
印
象
は
常
に
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

て
い
る
。

つ
ま
り
、
カ
ン
デ
ィ

《教会があるムルナウの風景 2》1910年、池彩、カンヴァス、

96.5 x 105.5cm、市立ファン・アベ美術館、アイントホーフェン

削
甑
が
決
定
的
と
な
る
の
は
、

挿図10

一
九
二

0
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
芸
術
文
化
研

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
国
家
の
「
精
神
的
理
想
の
実
現
に
貢
献
」
す
る
芸

術
活
動
と
は
、
政
府
の
宣
伝
・
扇
動
活
動
の
み
な
ら
ず
、
伝
統
文
化
か
ら
の
断

絶
を
図
り
、
新
し
い
社
会
主
義
文
化
の
創
造
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
含

ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
と
の

究
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
芸
術
文
化
研
究
所
は
、
美
術
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
複
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ー
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

三
．
外
面
的
形
態
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り

数
の
分
野
の
芸
術
家
と
理
論
家
が
集
い
、
革
命
後
の
芸
術
創
造
に
向
け
た
研
究

を
予
定
し
て
い
た
。
だ
が
、
同
僚
た
ち
は
芸
術
が
鑑
賞
者
に
与
え
る
心
理
作
用

の
分
析
を
試
み
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
研
究
計
画
が
あ
ま
り
に
主
観
的
で
あ

(
8
)
 

る
と
批
判
し
た
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
研
究
所
を
去
る
と
、
研
究
所
で
は
革

命
後
の
主
流
派
を
形
成
し
て
い
く
美
術
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
芸
術
を
構
成
す
る

諸
要
素
を
最
小
限
に
分
割
し
、
そ
れ
ら
を
合
目
的
に
組
織
す
る
研
究
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
生
産
主
義
と
結
び
つ
け
る
造
形
理
論
の
議
論
が
推
進
さ
れ
た
。
こ

の
芸
術
文
化
研
究
所
で
の
出
来
事
は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
再
び
祖
国
を
離

だ
が
、
幾
何
学
的
形
態
へ
の
志
向
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期

で
あ
る
。
革
命
芸
術
を
牽
引
し
た
ロ
シ
ア
の
前
衛
画
家
た
ち
と
の
影
響
関
係
の

当
否
を
判
断
す
る
た
め
に
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
彼
ら
の
絵
画
表
現
に
関
心

を
持
ち
、
そ
の
様
式
を
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
た
可
能
性
を
検
証
し
た
い
。

ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
た
ち
と
の
関
わ
り
か
ら
生
じ
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー

の
芸
術
観
の
変
遷
を
た
ど
り
、
幾
何
学
的
抽
象
表
現
へ
の
移
行
の
理
解
に
つ
な

げ
た
い
。
画
家
は
一
九
ニ
―
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
記
者
か
ら
受
け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

私
は
自
著
の
な
か
で
、
何
を
は
い
か
に
に
優
先
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
今
は

そ
れ
ら
を
対
等
に
扱
っ
て
い
る
。
以
前
の
私
の
見
解
は
、
芸
術
の
精
神
を

れ
る
契
機
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

普
遍
的
な
形
態
・
色
彩
論
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

る。

軽
視
す
る
見
解
と
対
立
し
て
い
た
。
自
分
の
作
品
を
通
じ
て
、
「
い
か
に
」

と
は
身
体
に
着
せ
る
上
着
に
似
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
真
の
調
和
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
の
だ
。

画
家
は
『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』

の
外
的
表
現
で
あ
る
」
と
述
べ
、
精
神
性
が
優
先
さ
れ
、
内
面
的
な
も
の
が
作

(10) 

品
の
外
面
的
表
現
を
決
定
す
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
理
論
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
外
面
的
表
現
と
の
調
和
を
重
視
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
実
際
、

の
な
か
で
「
形
態
は
内
面
的
内
容

絵
画
の
外
面
的
な
構
成
要
素
の
客
観
的
分
析
に
対
す
る
積
極
的
な
態
度
が
窺
え

た
と
え
ば
、
芸
術
文
化
研
究
所
の
研
究
の
た
め
に
一
九
二

0
年
に
画
家
が
作

成
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
は
、
「
点
・
線
・
幾
何
学
形
態
（
三
角
形
、
円
、
台
形
、

楕
円
）
・
有
機
的
形
態
の
観
察
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
個
人
的
な
心
理
体
験
に

つ
い
て
問
う
項
目
か
ら
は
じ
ま
り
、
「
ふ
た
つ
以
上
の
形
態
が
も
た
ら
す
印
象
」

や
、
「
形
態
・
配
置
の
変
化
に
と
も
な
う
心
理
的
作
用
の
差
異
」
を
調
べ
る
項

目
な
ど
、
様
々
な
形
態
の
組
み
合
わ
せ
が
鑑
賞
者
に
与
え
る
心
理
的
効
果
に
関

す
る
質
問
が
続
く
。
複
数
の
美
術
関
係
者
の
回
答
に
よ
る
統
計
的
な
分
析
を
意

図
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
の
一
九
ニ
―
年
七
月
に
発
表
し
た
芸
術
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
造
形
部
の
研
究
指
針
に
は
心
理
学
、
医
学
、
物
理
学
等
の
科
学
的
な

知
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
り
、
画
家
個
人
の
主
観
に
依
ら
な
い

一
九
二

0
年
前
後
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
文
章
か
ら
は
、
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こ
の
よ
う
な
絵
画
の
外
面
的
要
素
に
か
か
る
再
評
価
は
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア

の
美
術
潮
流
と
関
連
す
る
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る
。

さ
せ
て
き
た
。
こ
の
時
、
色
彩
、
線
、
幾
何
学
的
形
態
と
並
ぶ
基
本
要
素
と
し

て
登
場
す
る
の
が
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
で
あ
る
。

は
作
品
の
表
面
の
質
感
を
意
味
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
色
彩
、
作
品
を
構

成
す
る
物
質
的
素
材
、
さ
ら
に
は
絵
具
の
塗
り
方
な
ど
絵
画
の
表
面
を
仕
上
げ

る
。
フ
ロ
セ
ス
を
も
意
味
す
る
言
葉
へ
と
転
じ
る
。
タ
ト
リ
ン
（
挿
図
11)

は
鉄

や
木
材
、
ガ
ラ
ス
な
ど
異
な
る
素
材
の
組
み
合
わ
せ
が
生
み
出
す
効
果
を
研
究

し
た
。
絵
画
は
主
題
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
き
た
と
考
え
た
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
（
挿

図
12)
は
、
色
彩
と
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
を
絵
画
の
本
質
と
み
な
し
、
単
純
な
形

態
と
色
彩
の
組
み
合
わ
せ
、
画
面
の
処
理
に
よ
る
表
現
を
模
索
し
た
。

革
命
後
は
、
伝
統
的
文
化
の
否
定
と
し
て
絵
画
の
内
容
を
排
除
す
る
動
向
が

に
、
こ
の
関
心
は
、
ネ
ッ
プ
の
時
代
に
か
け
て
構
成
主
義
の
美
術
家
た
ち
に
よ

っ
て
功
利
性
や
実
用
性
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
彼
ら
は
制
作
に
技
術
を
導
入
し
、

合
目
的
に
素
材
を
構
成
す
る
こ
と
で
社
会
主
義
の
生
活
に
貢
献
し
よ
う
と
尽
力

等
閑
視
さ
れ
が
ち
だ
が
、

し
た
。

ロ
シ
ア
の
美
術
家
た
ち

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
と
は
、
本
来

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
も
ま
た
革
命
後
に
フ
ァ
ク
ト

ゥ
ー
ラ
お
よ
び
素
材
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が

お
そ
ら
く
は
じ
め
て
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
に
言
及
す
る
の
は
、
造
形
芸
術
部
の
機

勢
い
を
増
し
、
素
材
の
物
質
的
側
面
を
強
調
す
る
動
き
へ
と
発
展
す
る
。
さ
ら

表
面
上
の
諸
要
素
を
細
か
く
解
体
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
抽
象
表
現
を
展
開

は
一
九
一

0
年
代
以
降
、
絵
画
の
主
題
か
ら
構
成
要
素
へ
と
目
を
移
し
、
絵
画

挿図12 カジミール・マレーヴィチ 《ダイナ

ミックなスプレマチズム》1915-16

年、油彩、カンヴァス、 80.3x 80cm、

テート・ギャラリー、ロンドン

挿図11 ウラジーミル・タトリン 《カウンタ

ー・レリーフ》1914-15年、鉄、木、

紐、 71x 118cm、国立ロシア美術館、

サンクトペテルプルク
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は
み
な
し
て
い
な
い
と
推
察
で
き
る
。

関
紙
に
一
九
一
九
年
に
発
表
し
た
「
絵
画
文
化
美
術
館
」
に
関
す
る
論
文
に
お

い
て
で
あ
る
。

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
を
「
素
材
そ
の
も
の
の
適
用
に
関
す
る
本
質

的
で
重
要
な
エ
チ
ュ
ー
ド
」
と
呼
び
、
具
体
的
に
は
「
色
彩
さ
れ
た
平
面
と
線

ュ
ー
ム
と
の
相
互
関
係
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ッ
サ
ン
及
び
絵
画
の
平
面
と
ヴ
ォ
リ
ュ

(14) 

ー
ム
と
の
一
致
あ
る
い
は
不
一
致
」
と
説
明
す
る
。
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
と
呼
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
画
家
に
よ
る
絵
画
上
の
様
々
な
表
現
手
段
の
試
み
を
フ
ァ

ク
ト
ゥ
ー
ラ
と
み
な
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
翌
年
に
発
表
し
た
芸
術
文
化

研
究
所
の
研
究
計
画
の
な
か
で
は
、

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て
、
様
々
な
絵

具
の
塗
り
方
の
技
術
手
法
の
観
察
が
「
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
の
諸
問
題
を
解
決
す

(15) 

る
た
め
の
貴
重
な
材
料
を
提
供
」
す
る
と
の
記
述
に
と
ど
ま
り
、
絵
画
表
現
の

基
本
要
素
と
し
て
は
、
色
彩
、
三
角
形
、
方
形
、
円
な
ど
の
線
に
よ
っ
て
あ
ら

わ
さ
れ
た
形
態
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
は
、
絵
画
表
現

に
お
け
る
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
研
究
の
対
象

と
し
て
採
用
し
て
お
ら
ず
、
形
態
、
色
彩
と
並
ぶ
絵
画
の
主
要
な
構
成
要
素
と

一
九
二

0
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
芸
術
文
化
研
究
所
で
開
か
れ
た
、
「
芸

術
作
品
の
基
礎
要
素
」
に
関
す
る
議
論
は
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
同
僚
た
ち

と
の
芸
術
観
の
差
異
を
露
呈
す
る
。
会
議
で
は
、
作
品
を
構
成
す
る
物
質
的
要

素
そ
の
も
の
を
作
品
の
基
礎
要
素
と
み
な
す
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。
画
家
ニ
コ

ラ
イ
・
シ
ネ
ズ
ボ
フ
は
「
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
と
は
、
実
際
に
（
絵
画
に
）
塗
布

さ
れ
た
色
彩
の
性
質
を
あ
ら
わ
す
方
法
」
と
の
見
解
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
つ

で
描
か
れ
た
平
面
、
平
面
と
平
面
と
の
相
関
、
衝
突
、
解
決
、
平
面
と
ヴ
ォ
リ

ち
か
ら
批
判
さ
れ
た
総
合
芸
術
の
研
究
を
実
施
す
る
機
会
を
得
た
。
五
部
構
成

い
て
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
色
彩
さ
え
も
物
質
的
な
素
材
の
問
題
と
し
て
取

(16) 

り
扱
う
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
。
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
が
絵
画
の
表
面
の
処
理
を

意
味
す
る
点
に
お
い
て
は
、
他
の
美
術
家
た
ち
の
意
見
に
同
意
し
て
い
た
。
し

か
し
、
絵
画
文
化
美
術
館
に
関
す
る
論
文
で
述
べ
た
通
り
、

と
は
、
あ
く
ま
で
作
品
表
現
を
準
備
す
る
試
み
で
あ
り
、

れ
自
体
が
前
景
化
さ
れ
価
値
を
持
つ
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
は
絵
具
の
質
感
や
塗
り
方
、
素
材
そ
の
も
の
が
作
品
の
質
を
も
決
定
す
る

と
考
え
る
同
僚
た
ち
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
要
素
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
重
要
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
そ

し
か
し
、
芸
術
文
化
研
究
所
を
一
九
ニ
―
年
二
月
に
辞
任
し
、
六
月
に
副
学

長
と
し
て
策
定
し
た
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
計
画
要
旨
は
、
精
神
性
を

重
視
す
る
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
芸
術
観
を
と
ど
め
な
が
ら
も
、
絵
画
表
現
に

お
け
る
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
に
よ
り
重
要
な
役
割
を
与
え
て
い
る
。
芸
術
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
は
、
芸
術
文
化
研
究
所
と
同
様
に
諸
芸
術
の
分
析
的
研
究
を
目
的
と

す
る
研
究
機
関
で
あ
り
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
芸
術
文
化
研
究
所
の
同
僚
た

の
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
「
造
形
芸
術
部
門
」
の
研
究
計
画
要
旨
は
、
絵
画
の

「
素
材
」
に
関
し
て
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
第
二

部
に
い
た
っ
て
は
、
造
形
芸
術
の
手
法
の
研
究
と
し
て
「

a
)
素
材
（
物
質
的
な
）
」

と
「

6
)
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
素

材
そ
の
も
の
の
分
析
と
制
作
へ
の
応
用
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

(17) 

れ
る
。
同
様
に
、
同
年
九
月
に
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
議
で
発
表
し
た
「
絵
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解
で
き
る
。

は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

わ
れ
る
の
は
一
九
ニ
―
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
実
践
へ
の
応
用
が
作

品
に
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
か
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
を
重
視
す
る
見
解
が
あ
ら

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
の
概
念
の
作
品
へ
の
応
用
に
つ
い
て

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、

一
九
一
九
年
に
発
表
し

形
や
、
画
面
の
左
部
を
横
断
す
る
一
本
の
太
い
直
線
も
厳
密
な
幾
何
学
的
形
態

(18) 

4
)
素
描
や
絵
画
に
お
け
る
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ

1
)
色
彩
と
空
間

2
)
塗
料
と
物
質
的
平
面

3
)
関
係
す
る
素
材
、
お
よ
び
下
地
、
素
地
等

a
)
絵
具
の
準
備

B
)
下
地
と
関
わ
る
絵
具
の
塗
り
方

ま
た
別
の
項
目
で
は
、
「

2
.
絵
画
は
精
神
的
世
界
の
現
象
と
か
か
ず
ら
う
」
、

「
3
．
絵
画
と
は
、
外
面
的
表
現
の
総
体
、

つ
ま
り
形
態
を
通
し
た
精
神
的
な

(19) 

内
容
に
よ
っ
て
鑑
賞
者
に
作
用
す
る
現
象
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
断
片
的

な
記
述
で
は
あ
る
が
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
同
要
旨
に
お
い
て
、
精
神
的
な

も
の
を
あ
ら
わ
す
絵
画
の
外
面
的
表
現
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
物
質
的
な

素
材
や
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ラ
に
色
彩
や
形
態
と
同
等
の
役
割
を
与
え
て
い
る
と
理

ロ
シ
ア

6
)
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
木
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
紙

14

絵
画
に
お
け
る
形
態
と
は

顔
料 要

素

画
の
基
本
要
素
」
要
旨
に
は
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

同
時
代
の
幾
何
学
的
抽
象
絵
画
と

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
独
自
性

以
上
の
よ
う
に
、
幾
何
学
的
抽
象
表
現
へ
と
移
行
す
る
時
期
、

カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
は
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
美
術
潮
流
を
意
識
し
、
色
彩
や
幾
何
学
的
形
態

を
含
む
外
面
的
要
素
に
よ
り
重
要
な
役
割
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
関
心
を
ど
の
よ
う
に
作
品
に
適
用
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
に
つ

い
て
画
家
の
文
章
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
制
作

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
幾
何
学
的
形
態
や
均
一
な
地
の
背
景
の
ほ
か
に
、

こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
定
規
や
コ
ン
パ
ス
を
使
用
し
た
絵
画

制
作
に
本
格
的
に
取
り
組
む
の
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
移
っ
て
か
ら
だ
が
、

時
代
の
作
品
に
も
そ
れ
ら
の
使
用
を
思
わ
せ
る
作
品
を
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
ニ
―
年
の
代
表
作
《
多
彩
な
円
》
（
挿

図
13)
の
画
面
中
央
に
描
か
れ
た
円
は
、
た
わ
み
が
無
く
コ
ン
パ
ス
を
使
用
し

た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
円
の
モ
チ
ー
フ
の
背
後
に
挿
入
さ
れ
た
三
角

と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
使
用
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
コ
ン
パ
ス
や
定
規
を
用
い
た
絵
画
の
制
作
を
確
か
に
意
識

た
小
論
「
線
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
製
図
に
使
用
さ
れ
る
道
具
を
用
い
て
描

コ
ン
パ
ス
や
定
規
の
使
用
を
思
わ
せ
る
厳
格
な
幾
何
学
的
形
態
と
線
を
挙
げ
る

時
に
同
時
代
の
絵
画
表
現
を
参
照
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

四
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挿図13 《多彩な円》 1921年、 ¥111彩、カンヴァス、 138.2x 180cm、

エール大学美術館、ニューヘイブン

）
と
が
あ
り
、
親
交
を
持
っ
て
い
た
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
は
、

い
た
線
に
言
及
し
て
お
り
、

一
九
一
五
年
か
ら
定

コ
ン
パ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
放
射
状
の
線
、

幾
何
学
的
な
半
円
が
、
「
完
全
に
自
由
な
世
界
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
と
の
肯

定
的
な
評
価
を
与
え
る
と
同
時
に
、
「
道
具
へ
の
服
従
」
と
な
る
可
能
性
を
危

如）

惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
し
た

挿図15 アレクサンドル・ロトチェンコ

《線とコンパスのドローイング》

1915年、インク、紙、

25.5 x 20.5cm、

ニューヨーク近代美術館、

ニューヨーク

挿図14

 
アレクサンドル・ロトチェンコ

《コンストラクションNo.106

（黒の上に）》 1920年、袖彩、

カンヴァス、 102x 70cm、

ニューヨーク近代美術館、

ニューヨーク
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14
、
15)
を
制
作
し
て
い
る
。
河
村
彩
に
よ
る
と
、

挿図17

も
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
ま

87

《
白
い
中
央
》
（
挿
図
17)
に

《白い中央》 1921年、池彩、カンヴァス、 118.7x 136.5cm、

ソロモン ・R・グッゲンハイム美術館、ニューヨーク

規
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
線
や
幾
何
学
的
形
態
を
描
く
実
験
的
な
作
品
（
挿
図

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
小

(21) 

論
執
筆
に
際
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
研
究
計
画
の
議
論
の
最
中
に
芸
術
文
化
研
究
所
を
辞

任
し
、
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
副
総
裁
就
任
か
ら
約
ニ
ヶ
月
後
に
ベ
ル
リ
ン
ヘ
赴

(22) 
く
。
研
究
機
関
で
自
ら
の
望
ん
で
い
た
芸
術
理
論
の
研
究
を
実
施
す
る
時
間
を

十
分
に
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
自
身
の
研
究
の
成
果
を
作
品

《
赤
い
班

2
》
（
挿
図
16)
と

型
の
線
は
一
九
ニ
―
年
の

き
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
波

下
に
波
形
の
二
本
の
線
が
描

図
13)

で
は
中
央
の
円
の
右

と
え
ば
、
《
多
彩
な
円
》
（
挿

フ
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
た

に
反
映
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
作
品
の
外
面
的
形
態
の
表
現
に
関
心
を
向
け

て
い
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
、
厳
格
な
幾
何
学
的
形
態
の
導
入
や
、
対
象
を
全

く
切
り
離
し
た
絵
画
表
現
の
模
索
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
同
時
代
の
前

衛
美
術
家
た
ち
の
絵
画
表
現
を
参
照
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
同
時
に
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
た
ち
が
全

く
異
な
る
芸
術
的
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
あ
ら
た
め
て

作
品
に
目
を
向
け
る
と
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
絵
画
の
表
面
の
物
質
性
を
強

で
は
な
く
、
自
ら
の
芸
術
観
に
沿
う
よ
う
に
作
品
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

一
九
二

0

る
有
機
的
な
曲
線
の
モ
チ
ー

的
形
態
と
あ
わ
せ
て
頻
出
す

年
以
降
の
作
品
に
、
幾
何
学

）
と
が
わ
か
る
。

調
す
る
同
時
代
の
美
術
家
た
ち
の
作
品
表
現
や
手
法
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の



お
わ
り
に

が
、
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

た
、
ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
大
き
な
四
角
形
が
描
か
れ
た
《
赤

い
楕
円
》
（
挿
図
7
)
に
も
同
様
に
、
画
面
中
央
の
平
行
に
長
く
伸
び
た
二
本
の

曲
線
や
、
画
面
上
部
の
先
端
が

U
字
に
婉
曲
し
た
太
い
線
が
確
認
で
き
る
。
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
線
に
関
す
る
前
掲
の
論
文
の
な
か
で
、
手
で
書
か
れ
た

曲
線
に
つ
い
て
「
ど
ん
な
道
具
と
も
比
肩
で
き
な
い
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の

性
質
に
つ
い
て
「
芸
術
的
感
覚
の
き
わ
め
て
些
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
最
も
微

(23) 

細
な
線
の
た
わ
み
の
な
か
に
忠
実
に
反
映
さ
れ
る
」
と
の
説
明
を
加
え
る
。
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
と
っ
て
絵
画
に
曲
線
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
内
面
的
な

も
の
を
絵
画
に
と
ど
め
て
お
く
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
チ
ェ
ン
コ
は
コ
ン
パ
ス
や
定
規
に
よ
る
工
業
的
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

強
調
し
た
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
「
道
具
へ
の
服
従
」
と
述
べ
た
の
は
、
そ

れ
ら
の
使
用
に
よ
っ
て
作
品
の
内
的
な
も
の
ま
で
を
も
取
り
除
こ
う
と
す
る
画

家
た
ち
に
対
す
る
警
告
と
し
て
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
に
も
、

時
代
の
幾
何
学
的
抽
象
作
品
に
は
、

ロ

ロ
シ
ア

モ
チ
ー
フ
の
な
か
に
濃
淡
を
つ
け
な
が
ら

細
か
な
色
班
を
描
き
こ
む
な
ど
、
随
所
に
画
家
の
手
業
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る

以
上
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
ロ
シ
ア
時
代
の
幾
何
学
的
抽
象
絵
画
に

つ
い
て
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
美
術
の
潮
流
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
し
た
。
芸

術
文
化
行
政
機
関
の
た
め
に
書
か
れ
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
論
説
や
研
究
計

っ
て
、
絵
画
か
ら
画
家
の
手
業
の
痕
跡
を
取
り
除
き
、
絵
画
の
物
質
的
側
面
を

と
こ
ろ
で
、

ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
た
ち
が
生
活
と
の
融
合
を
図
り
、
功
利
性
を
基

の
視
座
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

画
を
検
討
し
た
結
果
、

ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
家
た
ち
の
間
で
高
ま
り
を
み
せ
て

い
た
、
絵
画
の
外
面
的
表
現
の
分
析
、
お
よ
び
素
材
の
物
質
的
側
面
に
対
す
る

関
心
を
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
も
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
と
っ
て
そ
の
関
心
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
か
ら
続
く
、

主
観
に
依
ら
な
い
抽
象
表
現
に
よ
っ
て
絵
画
に
精
神
的
な
も
の
を
表
出
す
る
試

み
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幾
何
学
的
形
態
と
と
も
に
手
業

を
感
じ
さ
せ
る
表
現
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
絵
画
の
物
質
的
側
面
を
強

調
す
る
同
時
代
の
美
術
家
た
ち
と
異
な
る
芸
術
観
を
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、

影
響
に
つ
い
て
は
、

モ
チ
ー
フ
や
様
式
上
の
類
似
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

が
、
芸
術
的
理
論
か
ら
確
認
で
き
る
双
方
の
共
通
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
自
身
の
作
品
や
理
論
的
活
動
に
同
時
代
の
美
術
潮
流
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
述
べ
た
画
家
の
姿

勢
は
「
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
前
衛
美
術
潮
流
と
相
容
れ
な
い
立
場
の
画
家
」
と

い
う
従
来
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
像
か
ら
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
ロ
シ
ア
時
代
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
活
動
を
研
究
す
る
上
で
の
ひ
と
つ

軸
と
し
た
芸
術
活
動
へ
と
舵
を
切
っ
た
の
は
、
自
ら
が
新
し
い
社
会
の
創
設
者

に
な
ろ
う
と
す
る
積
極
的
な
動
き
で
あ
る
一
方
、
混
沌
と
し
た
革
命
後
の
情
勢

の
な
か
で
、
政
府
と
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
の
責
務
を
自
覚
し
て
の
行
動
で
も

一
九
二
〇
ー
ニ
―
年
の
作
品
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
美
術
潮
流
の

一
方
で
、

88 
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あ
る
だ
ろ
う
。
本
来
は
純
粋
絵
画
と
し
て
ス
プ
レ
マ
チ
ズ
ム
を
展
開
さ
せ
た
マ

レ
ー
ヴ
ィ
チ
も
、
一
九
二

0
年
頃
に
は
社
会
の
再
編
の
た
め
に
「
構
成
主
義
的
」

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
主
張
す
る
な
ど
、
功
利
性
と
の
接
点
を
模
索
し
て

(24) 

い
た
。
政
府
の
側
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
こ
れ
ら
の

動
向
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
本
稿
で
は
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
今
後
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
美
術
潮
流
を
自

ら
の
作
品
や
芸
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